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高等学校に お け る家庭科教育の 実験教材 に つ い て （第 1報）

　　　　　　　　　　　　
一

残留 食品成分 の 簡易定性実験一

Experimental　Teaching　Materials　for　Home 　Economics 　Education
　　　　　　　　　　　 in　Senior　High　Schools（1）
　　　

− Detection　by　simple 　Methods 　of 　Food　components 　Remaining 　on

　　　　　　　　　　　　　 Tableware　after 　Washing一
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　Instructional　Inaterial 　for　home 　economics 　in　high−school 　education 　was 　produced　from 　an 　analysis
of 　residual 　food　components 　on 　washed 　tableware．　Color−development　reactions 　for　starch ，　protein
and 　fat　respectively 　 w 三th　iodine，　ninhydrin 　and 　 curcumin 　 were 　 applied 　for　the　 analysis 　 on 　 six

tableware　samples 　made 　of　porcelain，　clay ，　polypropylene ，
　lacquer，　wood 　and 　plastic．

　Hardly　any 　starch 　remained 　on 　any 　tableware 　sample ．
The 　removal 　of　protein　and 　fat　was 　comparatively 　di飯 cult 　by　a 　variety 　of 　washi   methods ．

　In　particular，　residual 　fat　on 　a　wooden 　cutting 　board　was 　the　hardest　to　remove ．
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ド ：残留洗 剤　residual 　 detergent ；実 験 教 材　instructional　 material ；簡易迅 速 法　simple

　　　　　 and 　rapid 　method 　i食器 類　tableware ；洗 浄条件　washing 　condition

緒　　言

　新学習指導要領の実施に と もない
， 高等学校家庭科

は 平成 6年 4月か ら男女 が 共 に学ぷ ように な っ た。こ

の ような状況下 で ，教育現場 で は ， 男 子，女 子生 徒 が

共 に 興 味 を持て る よ うな 教材 が 求 め られ て い る 。

　本研 究 で は ， そ の ような実験教材 の 1 っ として，洗

浄後の 食器類 に残留 する食品成分 を簡便法に より検出

す る定性実験 に着 目した。

　
一

般家庭 の 食器類や調理器具 の 洗浄 に は ， 通常，台

所用 中性洗剤 が 用 い られ る 。 こ の 台所用 中性洗剤 は ，

日本 で は 昭和 31年 （1956年）に食器 ・食品洗剤として

登場 し， そ の 後急速 に普及 して い っ た 。 こ の ような洗

剤 が 登場する以前は 食器類 の 洗浄には クレ ン ザー
や セ

ッ ケ ン が 用 い られ ， また 食品の 洗浄は水洗 い が 主流 で

あ っ て，効果的に 汚れ を取 り除 くこ と は 困難 で あ っ た

と思わ れ る。

　近年，家庭 に お い て も食品や 台所まわ りの 衛生面 に

＊
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対す る意識 が 高ま る と同時 に
， 食生 活が 多様化 し， 特

に中学 ・高校生 が 好む 食事が 欧風化 したため食器類 の

油汚れ が 増加 して きた 。 食生活に お い て こ の ような変

化 が 見ちれ る中で ，界面活性剤 を主成分 とす る 台所用

中性洗剤は ， 食器に付着す る食物残渣や細菌を効率的

に取 り除 き， 日本人 の 食衛生 の 向上 に貢献 して きた と

い え る e

　食器類に 汚れ と して 付 着する食品成分は，主に デ ン

プ ン
， タ ン パ ク質 および 脂肪 で ある。洗浄後の 食器類

に こ れ らが 残留 して い れ ば，細菌 が 容 易 に 増殖 し， 汚

染さ れ て い くの で ， 食器類 の 残留食品成分 を検 出する

こ と は 食事 の 安全性 を確保する上で 重要な指針 とな

る。

　こ れ らの 残留食品成分 を検出する に あた っ て は，家

庭科実験教材 と して の 適性 を考慮 し，可能な限 り簡便

な手法の 応用が好 ましい と考えた 。

　まず ， デ ン プ ン は ヨ ウ素が デ ン プ ン 分 子中に 取 り込

まれ て 呈 色する ヨ ウ 素デ ン プ ン 反応 を用 い て 検出す る

こ とが 可能で あ る。デ ン プ ン は ブ ドウ糖分子 が 直鎖状

につ な が っ た ア ミ n 一
ス と枝分 か れ した ア ミロ ペ クチ

ン か ちな る。多 くの デ ン プ ン はア ミ u 一
ス が 20％ 前後
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含 まれ
， 残 りが ア ミロ ペ ク チ ン で あるが ，モ チ系植物

の デ ン プ ン は ほ とん ど 100％ が ア ミ ロ ペ ク チ ン で あ

る 。 ア ミロ
ー

ス とア ミ ロ ペ クチン は ヨ ウ素に よる呈色

反応 が 異 な り，前者は青色，後者 は赤褐色 を呈する 。

一般に デ ン プ ン が存在すれば，青紫色を呈す る 。

　次に ， タ ン パ ク質 の 検 出には ニ ン ヒ ドリ ン 反応が有

効 で あ る。ア ミノ酸に ニ ン ヒ ドリン を反応 させ る と，

酸化反応に よっ て 脱ア ミ ノ化 を起 こ し， 遊離 した ア ン

モ ニ ア が ニ ン ヒ ドリ ン と青紫色 の 化合物 を生 成する。

こ の 発色 をタン パ ク質残留 の 判定指標 とする こ とが 可

能 で ある。

　最後 に ， 脂肪 の 検 出に は 脂溶性 色素 で あ る クル ク ミ

ン の 吸着反応の 利用 が 有効 で ある。クル ク ミ ン の 希薄

な ア ル コ
ー

ル 溶液 を作成 し，こ れ を食器に少量流し入

れ る と ， クル ク ミン が 食器中に残留 して い る油分 中に

溶け込 む 。 こ の 際， クル ク ミン が 溶け た部位が 黄色を

呈す る こ とか ら脂肪 の 残留 が容 易 に肉眼 で 確認で き

る 。

　 以上 の ような簡便手法を用 い て ， 残留す る食品成分

を検 出す る実験 に 関し， 高等学校家庭科 の 実験教材 と

して の 適性を確認するために応用実験 を行 っ た 。

実験方法

1．使 用洗剤

　市販 の 食器用 中性洗剤 の 原液 また は希釈液 （洗剤容

器 上 の 表 示 通 り原th　1 ．5ml を水で lt に薄め た）

2． 試　料

食器

調理 器具

磁器 ：直径 17cm の 平皿

陶器 ：直径 16．5cm の 平皿

ポ リプ ロ ピ レ ン 樹脂 ：直径 12cm の ボ

ウル （以下 PP 樹脂 と記す）

漆器 ：直径 11．5cm の 椀

木製まな板 ； （12XI2 × 3cm に 切断）

合成樹脂 まな板 （12x15 × 1．5c皿 ）

　た だ し， 食器お よび調 理 器具の 材質 の 確認 は 店頭お

よび表示 で 行 っ た。

3． 塗布用 食 品 成分

　　デ ン プ ン ：片栗粉 に 2倍 量 の 水 を加 え た もの を使

　　　　　　　用 した。こ れは，一般に デ ン プ ン の 含

　　　　　　　まれ た食品 の 平均的 な濃度 を再現す る

　　　　　　　た め に 設定 した もの である。

　　タン パ ク質 ：鶏卵卵白 を用 い た。

　　脂肪 ：食用油 （コ ーン 油）を使用 した 。

4． 洗浄方法

　上記の よ うに調製 した 食 品成分 を各 4m ♂ずつ 食器

類 お よびまな板 の 全面 に まん べ ん な く塗布 させ た 後，

次 の 手順に よ り洗浄 を行 っ た。なお，まな板は通常軽

く水洗して か ら使用するの で
， 本研究 で もこ の 操作を

加 えた。

）1

＞2

）3

ス ポ ン ジ に あらか じめ 水 を含 ませ て か ら，洗剤

（原液，希釈液）1．5ml を落とし，少 し泡立 て た 。

食器類 ， 木製お よび 合成樹脂 ま な板の 全体 をこ

す り洗 っ た。

すす ぎは水 （25℃）また は 湯 （37℃）を使用 し，

1　lf15秒 の 流速 で 洗剤容器上 の 表示 通 り 5秒間

手で こすっ た。

5． 判定方法

　1） 残留デ ン プ ン

　洗浄後 の 磁器，陶器 ，
PP 樹脂 ， 漆器 に っ い て は

， 各々

の 表面に 0，1N ヨ ウ素溶液 10mJ を塗布 し た後 ， 水 槽

に水道水 を流 しなが ら食器 を浸 し，余分 な ヨ ウ素 溶液

を軽 く洗 い 流 した。

　まな板は ， シ ャ
ーレ に 約 40℃ の 湯 20ml を注ぎ，こ

の 中に 洗浄後 の まな板 の 表面 をつ けなが ら 1分 間ガラ

ス 棒で こ す り， デ ン プ ン を溶出した 。こ の 溶 出液 を磁

製蒸発皿 に 移 し，沸騰水浴 中で 加温 し，蒸発させ た。

こ れ に ヨ ウ素溶液　10ml を加 え ， 軽 く水洗 い した 。

　以上の 操作 の 後 ，
ヨ ウ素デ ン プ ン 反応に より青紫色

を呈する事 に よ りデ ン プ ン 残留を判定 した。

　2＞　残留 タン パ ク質

　磁器，陶器 ， PP 樹脂， 漆器 の 表面 に 0．3％ ニ ン ヒ ド

リン
ー
n
一
ブ タ ノ

ー
ル 溶液 2．5ml を 2 回加え ， ガ ラ ス 棒

で こ す D ，
こ れ らを磁 製蒸発皿 に 移 して ， 沸騰水浴中

で加温 し，蒸発させ た 。

　まな板 の 場合は 1）と 同様 の 処理 に よ リタ ン パ ク質

を 溶出 させ ， 溶 出液 を蒸発さ せ た。こ れ に，0．3％ ニ ン

ヒ ドリン
ー
n
一ブ タ ノー

ル 溶液 10ml を加 え ， 再 び沸騰

水浴 中で 加温 し ， 蒸発さ せ た。

　以上の 操作の 後，
ニ ン ヒ ドリン 反応に よ り， 紫色 を

呈 する部位 を確認 し， タン パ ク質 の 残留を判定 した D

　 3） 残留脂肪

　磁器，陶器，PP 樹脂に 0．1％ クル クミン
ー

エ タ ノー

ル 溶液 10mJ を加 え ， まん べ ん な く塗布した 後 ， デ ン プ

ン の 場合 と同様に 軽 く水 洗 して 余分 な 試薬を除い た。

　漆器 の 場合 は ， 黄色 の 呈色が 判 定 し に くい た め磁製

蒸発 皿 を用 い て判定を行 っ た。まず ， 洗浄後 に 消毒用

エ タ ノール 5ml を 4 回加 え，ガ ラ ス 棒で こす り， 脂肪

を溶出した。溶出液をあわせ て 磁製蒸発 皿 に 移 し，沸

騰水浴中で加温 し ， 溶液 を蒸 発 さ せ た 。こ の 磁製蒸発

皿 に 0．1％ クル ク ミン
ー

エ タ ノ
ー

ル 溶液 5mJ を加 え ，
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写真 L 　デ ン プ ン 汚 れ お よび タン パ ク質汚れ の 定性 実験結果

汚れ 残留食 品成分 洗浄条件 食器 類 の 種 類 （洗浄対 象）

A デ ン プ ン 洗 剤 な し ・水すす ぎ 木製 まな板

B タ ン パ ク 質 洗剤 な し ・水すす ぎ 陶 器

C タ ン パ ク質 洗剤 な し・水すす ぎ PP 樹 脂

D タ ン パ ク質 希 釈洗 剤 ・湯すす ぎ PP 樹脂

E タン パ ク質 洗 剤 な し
・
水 す す ぎ 漆 器

F タン パ ク質 洗剤 な し
・
水 すすぎ 木製 ま な板
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写 真 2　 脂肪 汚れ の 定 ［U美 験結果

汚れ 残 留 食 品 成 分 洗 浄条件 食器 類 の 挿 類 （洗浄対 象）

A 脂 肪 洗 剤 な し　水 す ζぎ 陶器

B 脂肪 洗 剤 な し　水 すす き PP 樹脂

C 脂肋 洗剤 な し　水 づ 寸 ぎ 漆 器

D 脂肪 希釈洗剤 　湯すす き 漆器

E 脂肪 洗剤 な し　 水 すす き 木 裂 ま な板

F 脂 肪 原 液洗剤 　水すす ぎ 本 製 ま な板
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デ ン プ ン の 場合 と 同様に 水洗 い して 余分 な試薬を除い

た。

　まな板 は ， シ ャ
ー

レ に消毒用 エ タ ノー
ル 20ml を注

ぎ，こ の 中に 洗浄後 の まな板 の 表 面 を 1分 間 つ け て
，

ガ ラス 棒 で 1分間こすり，脂肪 を溶出した 。 こ の 溶出

液 を磁製蒸発 皿 に移 し， 沸騰水浴中で加温 し， 蒸発 さ

せ た 。こ れ に  ．1％ クル ク ミン
ー

エ タ ノー
ル 溶液 5m9

を加え，デ ン プ ン の 場合 と1司様に 水洗 い した．

　以上 の 操作後に黄色を呈す る部分 を確認 し， 脂肪 の

残留 を判定 した。

実験結果

　デ ン プ ン
， タ ン パ ク質，脂肪 の 各残留結果をそれぞ

れtc　1，2，3 に 示 した。各試薬に よ り， 明瞭 な発色が

認め られ ， 汚れが 残 っ た もの は 十
， 完全 に 洗浄 され発

色の 認 め られなか っ た もの は 一
， 弱 い 発色 が あ りわず

か に汚れ が残 っ た もの は ± で 示 した。希釈洗剤 の 使用

で 判定 が
一

あ る い は ± に な っ た もの は 原液洗剤 の 使 用

は 実施 しなか っ た 。さ ら に ， 洗 浄 方法 の 違 い に よ る各

種食物 の 残留状態 を写真 に 示 した 。

表中の記号は以下 の ように示 した。

　　a ：洗剤 を使わずに水すすぎ した もの

　　b ：洗剤 を使わずに湯すすぎした もの

表 1、デ ン プ ン 汚 れ の 洗 浄効 果

　 　 洗 浄方法

食　器
abcdef

磁 器 （皿 ）
』 一 一 一

＊ ＊

陶 器 （皿 ） 一 一 一 一
＊ ＊

PP 樹脂 （皿 ） 一 一 『 一
＊ ＊

漆器 （椀）
一 『 一 一

＊ ＊

木 製 まな 板 ± ± 『 一
＊ ＊

合 成樹脂 まな板 一 一 一 一
＊ ＊

一：完 全に 洗浄 され た もの ，± ：わずか に 汚れ が 残 っ た

もの ，十 ：汚 れが 残 っ た もの ，＊ ：実施せ ず

表 2．　タ ン パ ク質 汚 れ の 洗 浄 効 果

　 　 洗 浄方法

食　器
abcdef

磁 器 〔皿 ）
一 一 『 一

＊ ＊

陶器 （皿 ） ± ± ±
一

＊ ＊

PP 樹脂 （皿 ） 十 十 十
一

＊ ＊

漆器 （椀 ） 十 十 十 十 『 一

木製 まな板 十 十 十 十 一 一

合成樹 脂 ま な板 十 十 十 ±
『 一

一：完全に 洗浄
・
さ れた もの ，± ：わ ずか に 汚れ が 残 っ た

もの ，＋ ：汚れが 残 っ た もの
，

＊ ：実施せ ず

　　 c ：希釈洗剤 で 洗浄後 ， 水すすぎ した もの

　　 d ：希釈洗剤 で 洗浄後，湯すすぎした もの

　　 e ：原液洗剤で 洗浄後，水すす ぎ し た もの

　　 f ：原液洗剤で 洗浄後 ， 湯すす ぎした もの

1．　 デ ン プ ン

　磁器，陶器，PP 樹脂 ， 漆器 で は い ずれ の 洗浄条件で

もヨ ウ素デ ン プ ン 反応は見られず ， デ ン プ ン は残 っ て

い な か っ た 。 木製 まな板は，洗剤 を使用 しなか っ た a

と b の 条件 に お い て ， 青紫 色の 点が い くつ か 見 られ ，

わずか に デ ン プ ン が 残 っ て い る こ とが わ か っ た （写真

1−A ）が ， 合成樹脂 まな板 で は ， 食器類 と同様に デ ン プ

ン は検 出 さ れなか っ た。洗剤 を使用 して 洗浄 した場合

にはデ ン プ ン は全 く検出されなか っ た。一
方 ， 洗剤 を

使用 して 洗浄 した 場合 に は い ずれ の 条件 に お い て もデ

ン プ ン は全 く検 出 されなか っ た 。

2， タ ンパ ク質

　磁 器 に つ い て は，い ずれ の 洗浄条件 に お い て も ニ ン

ヒ ドリ ン 反応 は見 られず， タ ン パ ク質 は検 出されなか

っ た 。

　陶器 は，a か ら c の 条件で は，わずか に 紫色 を呈する

弱 い 反応 が 1， 2 カ所見 られ ，タ ン パ ク質が 少 量なが ら

残留 す る こ とが 示 され た （写真 1−B）が ，d の 条件 で は

タ ン パ ク質は検 出されなか っ た。

　PP 樹脂 は 洗浄性が低 い と考 え られ る a か ら c の 条

件 で は ，
ニ ン ヒ ド リ ン 反 応 が 明瞭 に 認め られ ， タ ン パ

ク質が残留す る こ とが 示 さ れ た （写真 1−C＞。しか し，
こ の 試料で も d の 条件 で は ニ ン ヒ ドリ ン 反応が 見 ら

れなか っ た た め，PP 樹脂 は 洗剤 で 洗 っ た 後 ， 湯で すす

ぐとタ ン パ ク質の 除去効果が向上す る こ とが 分 か っ た

（写真 1−D ）。

　漆器 は，a か ら d の 条件 の い ずれ で もニ ン ヒ ドリン

反応 が見られ，タ ン パ ク質 が 残留 しやす い 食器 で ある

こ とが わか っ た （写真 1−E）。さらに ， 原液洗剤 を使用

して e と fの 条件 で 洗浄 を行 っ た と こ ろ，ニ ン ヒ ドリ

表 3．脂肪 汚れ の 洗 浄効果

　 洗 浄方法

食　器
abCdef

磁 器 （皿 ） ± ± ± 一
＊ ＊

陶器 （皿 ） 十 ± ± ± ＊ ＊

PP 樹脂 （皿 ） ÷ 十 十 十 ± ±

漆 器 （椀） 十 十 十 ± ＊ ＊

木 製 まな板 十 十 十 十 ± 士

合成 樹脂 まな板 十 十 十 十 ± 士

一：完全 に 洗 浄 さ れ た もの ，土 ：わずか に 汚れ が 残 っ た

もの
， ＋ ：汚 れ が 残 っ た もの ，＊ ：実施せ ず
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ン 反応 は見 られなか っ た た め ， 洗剤濃度 が 高 け れ ば タ

ン パ ク質 を除去す る こ とが 可能で あるこ とが 示 され

た e

　木製まな板 は a か ら d の 洗浄条件 で は，蒸発皿 表面

に ニ ン ヒ ドリ ン 反応が 見 られ た （写真 1−F）が，e と f

の 条件で は， ニ ン ヒ ドリン 反応は見 られ ず， 漆器 と同

様の 結果 が 得 られ た。合成樹脂 まな板は a か ら d の 条
件で ニ ン ヒ ドリン 反応が見ちれ ， 原液洗剤を用 い る こ

とによ っ て 反応が 見られな くな っ た。

3． 脂　肪

　磁 器 は a か ら c の 条件 で は 皿 の 縁 に 弱 い クル ク ミ

ン 反応 が あ り， わずか な が ら脂肪の 残留が 認め られ た。

　陶器 は，a の 条件で は 皿 の 全面 に 散在 す るクル ク ミ

ン 反応が 見られ た （写真 2−A ）が ，b か ら d の条件で は，

皿 の 縁 に の み クル ク ミン 反応 が見 られ ， 少量 の 脂肪 の

残留が認め られ た 。

　PP 樹脂は，　a か ら d の 洗浄条件 で は，程度の差は み

ちれ る も の の ，明 瞭な クル ク ミ ン 反応が 認 め られ た（写

真 2−B）た め ，
e

，
　 fの 条件 を用 い て 洗浄 を行 っ た 。こ

れ らの 条件 で も皿 の 縁 に わずか に黄色 を呈す るクル ク

ミン 反応が あり，脂肪 の 残留が認め られ た。こ の結果

か ら，PP 樹脂 で は 脂肪 が 除去 さ れ に くい と い うこ と

が 示 さ れ た 。

　漆器 は ， a か ら c の 条件で 明 瞭 な発色 が 認め られ た

脂肪 の 残留 が 強 く見 られ た （写真 2−C）が d の 条件で

は殆 ど脂肪は残らず ， 蒸発皿 Lの 縁 に わ ずか に 発色 が 見

られ る程度で あ っ た （写真 2−D）。

　 木製 まな板は，い ずれ の 条件に お い て も強 い クル ク

ミ ン 反応 が 起 こ り，e と fの 条件 で も弱 い な が らも発

色が認め られ た （写真 2−F）た め ，
PP 樹脂同様か な り

・

脂肪が残留しやす い こ とが分 か っ た 。 また ， 合成樹脂

ま な板で も同様 の 結果 が得られ，い ずれ の 洗浄方法 に

お い て も脂肪 汚 れ を 完全 に 落 と す こ とは出来な か っ

た。

考　　察

　以上 3種類 の 食品成分 の 残留状態 を見 る と，デ ン プ

ン は 洗剤を使用 しな くて も食器 へ の 残留 は ほ と ん ど な

か っ た が，脂肪，タ ン パ ク質は 磁器以外 の 食器類で は ，

洗剤 を使用 しな い で 洗浄す る と残留 しや すい こ とが わ

か っ た 。PP 樹脂 や 木 製 ま な 板 は 食品成分 が 残留しや

す い こ と が 示 さ れ た の で ， 特 に 注意を し て 十分洗浄 を

行 うこ とが重要である 。 まな板の 材質が木製である こ

とか ら，素材 あ る い は表面 の 構造に よ る浸透 が 大 き く

影響 して い る と推定 さ れ る。合 成樹脂 まな板 で は木製

まな板 の ように 食品成分 の 浸透 はない もの と考 え られ

る が
， まな板 の 表 面 に 凹 凸 が 見 られ る た め に 付着成分

が 落ちに くい の で は な い か と考 えられ た 。 こ れ らの 試

料 に つ い て は付着脂肪が 落ち に くい と い うこ とを考慮

した上 で ，洗浄条件 の 設定を変 え て実験 を組む の も面

白 い 。今後 の 課題 と して さらに 取 り上 げ て い く必 要 が

ある と考え て い る。

　こ の ように食器や調理 器具の 材質に よっ て 食 品成分

の 残留状態 が 異 な る こ と を 考慮 す る と ， 食事 に 用 い る

際 に は比較的食品成分が残留 しに くい 磁器 の 使用 を心

掛けた い もの で ある。

　ま た，洗浄方法 に っ い て は，食器類を洗剤液 中で 浸

漬して か ら洗浄 をした場合 の デ ン プ ン と脂肪 の 洗浄効

果 を比較 した報告
1〕が ある 。 こ れ に よると， 食器類 は漬

け込 み 時間が 長 い ほ ど食品成分 が 落ちや す くな る と さ

れ て い る。こ の ように 洗浄方法をさらに 工夫す るこ と

も食品成分残留量の 問題を考える に あ た っ て 重要 で あ

るとい え る 。 以上の 点か ら， 本実験 が 生徒 に身近な問

題を考えさせ るき っ かけを提供で きる の で は ない か と

考え た。

要　　 約

　高等学校家庭科教育に おけ る実験教材の
一

つ とし

て ， 食器類に残留する食品成分 を簡便法 に よ る検 出す

る 定性実験 に 着 目した 。

　磁器，陶器，PP 樹脂，漆器，木製 まな板 お よび合成

樹脂 ま な板を試料 と して 用 い ，デ ン プ ン ，タ ン パ ク質，

脂肪を食器 の 表面 に 付着させ た後 ， 洗浄 を行 っ た D ス

ポ ン ジ に洗剤 （原液お よ び希釈液）をつ けて食器，調

理器具 の 全体をこす り洗 っ た。すす ぎは水 ま た は湯 を

使用 し，洗剤容器 に 表示 され て い る 通 り 5秒間行 っ た

後， そ れぞれ ，
ヨ ウ素 デ ン プ ン 反応，ニ ン ヒ ドリン 反

応 ， クル ク ミン 反応を用 い て こ れ らの 成分 の 残留状 態

を確認 した。

　3種 類の 食晶成分 の 残留状 態 を見 る と，デ ン プ ン は

洗剤 を使用 しな くて も食器 へ の 残留物は ほ とん どなか

っ た が ， 脂肪，タン パ ク質は 磁器以外 の 食器類 で は，

洗 剤 を使 用 し ない で 洗浄す る と残留して しま うこ とが

わか っ た。

　特に ， 木製まな板 は 食品成分 が 最 も残留 しや す い た

め ， その こ と に注意し て 十分 洗浄 を行 う こ とが 重要で

あ る と考 え ら れ た、また
， 脂肪 が 比 較的残留 しや すい

こ とが 示 され ， その 除 去 に は 強 い 洗浄効果 が求め られ

た。

　 こ の ように ， 食器洗浄後の 食器類や調理器具 の 残留
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食品成分 を簡易方法に よっ て 測定する こ とは，簡便 で

分 か りやす く，結果 に対す る考察 を通 して 得 られ る ，

食 品 衛生 面 の 教育効果 が 高い と推察さ れ ， 化学嫌 い の

生徒 に つ い て も色の 変化や呈色反応 を利用 した実験は

非常に 関心 を持 た れ る こ とか ら，高等学校家庭科 に お

け る実験教材と して 有効 で あ る と判 断 し た。
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